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学術国際貢献特別委員会設置される

平成4年5月 日本学術会議広報委員会

日本学術会議は，去る 4月15日から17日まで第 114回総会(第四期3固自の総会)を開催し，新たに「学術国際貢献特別

委員会J を設置しました。今回の日本学術会議だよりでは，同総会の議事内容及び3月に開催されたAASSREC執行委

員会等についてお知らせいたします。

旧ソ連邦の科学者に対する緊急の支援
措置について(会長談話)

平成4年2月25日

日本学術会議

会長近藤次郎

ソ連邦が解体したことに伴い、旧ソ連邦における多くの

科学者は.研究の継続が困難となり.研究組織も崩犠の危

機に直面していると伝えられており，これが事実とすれば.

世界に与えるその影響は計り知れないものがあると思われ

る。

いうまでもなく.人類の進歩にとって科学の向上発展は

不可欠のものであり.その意味で，今日の旧ソ連邦の実情

は憂慮に堪えないところである。

この際，我々日本の科学者は.学協会等を通じる等の方

法で.旧ソ連邦の科学者に対し.能う限りの支援を行う必

要があると考える。

なお.旧ソ連邦の科学者と我が国の料学者との聞の一般

的な国際学術交流・協力をより一層充実するための方策等

については.我が国の学術の分野における国際貢献の一環

として. 日本学術会議において引き続き検討することとい

たしたい。

(注)

本談話は，日本学術会議において国際交流・協力問題に

ついて調査・審議を行っている第6常置委員会から 2月14

日働の連合部会に問題提起され，各部会で検討され審議を

経た後. 2月25日(刈の第 785固運営審議会に提案され審議

されたものである a

日本学術会議第114回総会報告

日本学術会議第 114回総会(第15期3回自の総会)は.
4月15日-17日の3日間開催された。

第1日(4月15日)の午前。まず.会長からの前回総会

以後の経過報告及ぴ各部・各委員会等の報告が行われた。

次いで，今回総会に鑓案されている 2案件について.それ

ぞれ提案説明がなされた後，質疑応答が行われた。

第1日の午後。各部会が開催きれ，午前中に提案説明さ

れた総会提案案件の審議が行われた.

第2日(4月16日)の午前。前日提案された案件の審議

.採決が順次行われたー

まず副会長世話担当研究連絡委員会の運営について

(申合せ)の一部改正』が係択された。これは副会長

世話担当研究連絡委貝会運営協議会」という名称を「複合

領域研究連絡委員会運営協議会Jに改めるとともに.運営

協議会のより円滑な運営を図るために，必要な措置を説じ

たものである。

次いで学術国際貢献特別委員会の設置について(申

合せ)Jが採択された。これは，学術の分野における我が国

の国際貢献の在り方について検討するための特別委員会を

設置Lたものである。
なお，審議・採決の終了後.さきに会長談話として発表

した「旧ソ連邦の科学者に対する緊急の支後措置について

(平成4年2月25日)Jに関連して.旧ソ連郊の科学者の実

情調査のために，当会議からロシアに派遣された第6常置

委員会幹事の宅閉会員から.その調査結果について報告が

行われた。

第2日の午後。各部会が開催され，各部における懸案事

項について審議が行われた。

第3日(4月17日)午前には.各常置委員会が.午後に

は.各特別委員会がそれぞれ開催された。

学術国際貢献特別委員会の設置

本会議は.81年10月に開催した第 113回総会における内
閣官房長官からの学術の分野における我が国の国際貢献の

在り方についての検討依頼を踏まえ，今回の第 114回総会

において学術国際貢献特別委員会を設置した.
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AASSREC執行委員会の開催

去る 3月23日から26日にかけて4日間， AASSREC 

(Association of Asian Social Science Research Counc-
ils)執行委員会が日本学術会議の会議室で開催された。
外国代表団は前AASSREC会長で現副会長め R-ト

リニダード教授(フィリピン社会科学協議会)，同じく副

会長代行の J' J -スモ 1)'"ツ教授(オーストラリア社会

科学アカデミー)， AA S S RE C事務局長のD-N'ダナ

71-レ教授(インド社会科学研究協議会)，同じく事務幹事
のV-K'メータ博士(向上)のAASSREC1Rlj4理事

と，タイ国パンコ yク駐在のUNESCO人聞社会科学地

域アドヴァイザーのy-アタール博士の5名。
日本側は.現AASSREC会長の川田侃日本学術会議

副会長のほか，来年9月に川崎市のKS P (神奈川サイ

エンス・パーク)で日本学術会議が共催して聞く予定の

rAASSREC第10回日本総会」の組織運営委員会委員長

山田辰雄教授(慶応義塾大学，アジア政経学会理事長)，同事

務局長・平野健一郎教授(東京大学，アジア政経学会前理

事長)，及び日本学術会議AASSREC専門委員会幹事浦

田賢治会員(第2部)の3名がオブザーウァーの資格で参

加，連日.時間を拾しむかのように， AASSRECの運

営や来たるべき第10回総会の打合せなどについて.熱心な

討議が続けられた。

また討議の合聞を縫うようにして，外国代表団は近藤次

郎日本学術会議会長表敬訪問， 日本学術会議運営審議会に

おける挨拶などのほか.川崎市にも赴き市長表敬訪問， K 

SP視察などを精力的に行った。日本学術会議も.近藤会
長主宰のレセプションを催L，関係諸国の東京駐在大使館
スタッ7などを招いて，アジア・太平洋地域における学術

交流と発展のための意見交換の場を設け.友好的な雰囲気

のなかで談論が風発.至るところで談笑の花が開いた。

AASSRECはアジア・太平洋地域の社会科学領域に

おける国際学術上部組織で，いわゆるアンプレラ・オーガ

ニゼイションである。 1973年にインドのシムラで「社会科

学の教育・研究に関するアジア会議」が開かれた際に設立

が合意きれ，それ以来UNESCOの協力のもとに発展を

遂げてきた。 AASSRECは加盟各国それぞれの文化的

伝統を尊重しつつ，社会科学の研究，教育，知識の普及な

どを促進することを通して，この地域における社会科学の

発達を図ることを目的に，加盟諸国の社会科学協議会.ま

たはこれに類する団体(1国1会員)により構成されてい

る。

加盟国はオーストラリア，インド，中国，ニュージーラ

ンド，ワィリピンなど， 1991年8月現悲， 15ヵ国であるが，

国(<に)会買のほかに，準会員の制度もあり，将来この

地域の各国の学協会や研究所等が準会員として AASSR

ECの活動に参加する道も関かれている。出版活動として

は，隔年に開催される総会における諸報告やンンポジウム

などの出版のほか，定期刊行物 raassrec panoramaJが年
2回出されている。
AASSRECには最高決定機関である総会のほかに，

会長，副会長(2名制l，事務局長の4名で構成される理事
会が置かれているが，これにさらに UNESCOの地域ア

ドヴァイザーが加わって聞かれる執行委員会に事実上の運

営権限があるようにみえる。今回.日本学術会議で聞かれ

た会議はAASSRECとしては極めて重要な会議であっ

たといえる。 AASSRECはUNESCOによって承認

された「非政府機関(NGO)Jの地位をもち，絶えずUN

ESCOと緊密な関係を保っているが.同じく UNESC

Oによって承認されたNGOの地位をもっ IFSSO(国

際社会科学団体連盟)とも相互協力関係にある。

平成4年(1992年)度共同主催国際会議

日本学術会議では，我が固において開催される学術関係

国際会議のうち毎年おおむね6件について，学・協会と共

同主催している。

本年もまた， 6件の国際会議を共同主催することとして
おり，その概要は，次のとおりである。

.第5回世界臨床薬理学会議(7月26日-31日)

この会議は.臨床薬理学に関する研究を発展させるため

討論を行い，最新の研究情報を交換することを目的として

償浜市(横浜国際平和会議場)において開催される。

参加予定人数は3，000人(国外1，500人.国内1，500人l，
参加予定回数は49か因。

.第14回国際平和研究学会総会(7月27日一31日)

この会議は，平和学に関する研究を発展させるため討論

を行い，最新の研究情報を交換することを目的として京都

市(国立京都国際会館及ぴ立命館大学)において開催され

る。

参加予定人数は450人(国外250人，国内200人l，参加予定
回数は45か図。

.第8回国際バイオレオロジー会議(8月3日-8日)

この会議は，パイオレオロジー学に関する研究を発展さ

せるため討論を行い.最新の研究情報を交換することを目

的として横浜市(横浜国際平和会議場)において開催され

る。

参加予定人数は500人(国外150人，圏内350人)，参加予定

国数はおか因。

-国際地質科学連合評議会及び第29回万園地質学会議

( 8月24日-9月3日)

国際地質科学連合評議会は.同連合の最高決定機関であ

り，運営事項を協議，決定することを目的とするものであ

る。また，万園地質学会議は，地質学に関する研究を発展

させるため討論を行い，最新の研究情報を交換することを

目的として京都市(国立京都圏際会館)において開催され

る。

参加予定人数は5，300人(国外3，200人，圏内2，100人l，参
加予定国数は94か因。

.第9回国際光合成会議(8月30日-9月5日)

この会議は，光合成に関する研究を発展させるため討論

を行い，最新の研究情報を交換することを目的として名古

屋市(名古屋国際会議場)において開催される。

参加予定人数は1，000人(圏外500人，国内500人)，参加

予定因数は41か因。

.第11回国際光生物学会議(9月7日一12日)

この会議は，光生物学に関する研究を発展させるため討

論を行い，最新の研究情報を交換することを目的として京

都市(国立京都国際会館)において開催される。

参加予定人数は1，000人(国外600人，圏内400人)，参加

予定国数は52か因。

御意見・お問い合わせ等がありましたら，下記ま

でお寄せください。

干106東京都港区六本木7-22-34 

日本学術会議広報委員会電話03(3403)6291




